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夏
休
み
を
前
に
水
難
事
故
防
止
に
つ
い

て
、
学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
で
話
し
合
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

■
毎
年
夏
に
な
る
と
増
え
る
の
が

　
水
の
事
故
で
す
。

　
夏
は
、
水
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
海
・
河
川
・
池
な
ど
で

の
水
遊
び
や
魚
と
り
中
の
水
の
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
お
年
寄
り
の

水
難
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域

か
ら
の
声
が
け
が
事
故
を
防
ぐ
第
一
歩
で

す
。
普
段
か
ら
、
危
険
な
場
所
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
立
ち
入
り
禁
止
」

看
板
や
「
あ
ぶ
な
い
！
き
け
ん
！
」
な
ど
の

注
意
看
板
が
あ
る
場
所
に
は
、
特
に
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら

守
る
た
め
に

⃝
海
や
川
に
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行
か
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
水
辺
で
は
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
危
険
な
場
所
に
子
ど
も
が
近
づ
か
な
い
よ

う
に
家
庭
で
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
海
や
川
で
は
大
人
が
手
本
を
示
す
と
と
も

に
、
危
険
な
場
所
で
水
遊
び
を
し
て
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
水
難
事
故
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
…

⃝
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
所
を
確
認
し
、
近
づ

か
な
い
よ
う
距
離
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

⃝
健
康
管
理
を
徹
底
し
体
調
が
優
れ
な
い
時

や
、
疲
れ
て
い
る
時
は
水
泳
や
水
遊
び
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

⃝
急
な
天
候
の
変
化
に
は
十
分
注
意
し
、
悪

天
候
が
予
想
さ
れ
る
時
は
海
や
川
な
ど
に

無
理
し
て
出
か
け
ず
、
中
止
・
延
期
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
触
れ
合
う
時
は
楽
し
さ
の
裏
に
危

険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
安
全
に
対
す
る
事
前
の
情
報
収
集
と

備
え
を
万
全
に
し
て
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
住
民
安
全
係

☎
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6
‒
1
3
7
6

毎
月
11
日
は
「
南
三
陸
町
安
全
・
安
心
の
日
」

～
７
月
11
日
は「
水
難
事
故
の
防
止
に
向
け
た
活
動
を
行
う
日
」で
す
～

　南三陸町おらほのまちづくり支援事業補助金は、参加と協働による活発なまちづくりを推進するため、自主的に
実施する団体に対して町が支援する「提案公募型」の補助制度です。すでに応募を締め切った第１次募集に続き、
以下の事業について第２次募集を行います。

①全町的な大規模事業 （対象経費の100％補助　上限100万円）
　�県内外からの交流人口の拡大を図るためのイベントや、多くの町民が顔を合わせ、交流を行うための全町的な

大規模事業の開催などが対象です。
②�南三陸町総合戦略の推進に寄与する事業（対象経費の100％補助　上限100万円）
　�人口減少に対応し、持続可能な地域社会の実現につながる事業を支援します。「南三陸町総合戦略」の基本目

標を踏まえた、移住促進・結婚・子育て支援などの事業が対象です。

【募集件数】３件程度（先着順ではありません）　※採択事業は審査により決定します。
【募集期間】７月３日（月）～21日（金）まで
【申込方法】�企画課に用意してある関係様式にてお申し込みください。様式は、町ホームページからもダウンロード

できます。

●申込先　企画課企画情報係　☎46-1371

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納める必要があります（平成29年度の保険料は月額16,490円
です）。しかしながら、所得が少ないなど、保険料を納めることが困難な場合には、「国民年金保険料免除・納付猶
予制度」などの申請ができます。
　保険料免除や猶予になった期間は、年金の受給資格期間（25年間）に算入されます。ただし、年金額を計算する
ときは、保険料免除は保険料を納めたときに比べて１／２（平成21年３月までの免除期間は１／３）になります。納
付猶予については、年金額には含まれません。

（１）免除などの申請可能期間と前年所得の関係

　免除などでの「年度」は、７月から翌年６月までです。また、過去の未納分について免除申請したい場合には、保
険料の納付期限から２年１カ月までさかのぼって申請することができます。
※例えば、平成29年７月に過去の分の免除申請が可能な期間は「平成28年度分、平成27年度分、平成26年度（平
成27年６月）」まで申請できます。
※�免除は、所得の額により判定しますが、平成29年度の所得は、本年１月１日現在の税の申告による確定額（平成

28年中の収入など）によります。
※�世帯主や配偶者がいる人は、世帯主や配偶者の所得審査がありますので、本人に所得がない場合や少ない場合

でも免除などが承認されない場合があります。
※納付猶予は、世帯主の所得審査はありません。

（２）失業などの特例免除

　失業などを理由とした免除（特例免除）は前年所得にかかわらず失業などのあった月の前月から免除が受けら
れます。申請時には失業などの証明書類が必要になります。

平成29年度の免除申請などの受け付けは、7月3日（月）からです

問 石巻年金事務所　☎0225-22-5115　　町民税務課戸籍住民係　☎46-1373

おらほのまちづくり支援事業補助金第２次募集 国民年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき

〈今月の年金相談会〉
【日時】７月12日（水）午前10時～午後３時30分
【場所】役場１階相談室
　※石巻年金事務所へ事前予約が必要です。

検索おらほのまちづくり支援事業
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